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(57)【要約】
　装置１０は、第１エリア１内のターゲットの存在を検
出するためのターゲット検出器１１と、検出された存在
に応じて、無線ネットワーク化照明システム内のコント
ローラ２０、及びランプ２１乃至２４にマルチキャスト
メッセージを送信するための送信機１２とを有する。こ
のようなマルチキャストメッセージは、前記システムの
信頼性を高める。前記マルチキャストメッセージは、前
記ランプ２１乃至２４をオンに切り替える。好ましくは
、前記マルチキャストメッセージは、第２エリア２にお
いて相対的に少ない量の光が検出される場合にしか、送
信されない。前記第２エリア２において相対的に多くの
量の光が検出される場合には、検出された存在に応じて
、前記装置１０から前記コントローラ２０にユニキャス
トメッセージが送信され、前記コントローラ２０は、そ
れに応じて、前記ランプ２１乃至２４をオンに切り替え
られるよう制御する。前記第１エリア１及び前記第２エ
リア２は、少なくとも部分的に重なり合っているエリア
であってもよい。前記装置１０は、前記第２エリア２内
の光の量を検出するための内蔵光検出器１３、又は外部
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　コントローラ及びランプを有する無線ネットワーク化照明システムの一部を形成するよ
う構成される装置であって、
　第１エリア内のターゲットの存在を検出するよう構成されるターゲット検出器と、
　送信機であって、
　　前記装置が高速応答の必要性を確認するときには、前記第１エリア内の前記ターゲッ
トの存在の検出に応じて、前記コントローラ、及び前記ランプのうちの１つ以上にマルチ
キャストメッセージを送信し、
　　前記装置が、相対的によりゆっくりとした応答が許容可能であることを確認するとき
には、前記コントローラにユニキャストメッセージを送信するよう構成される送信機とを
有する装置。
【請求項２】
　前記マルチキャストメッセージが、前記１つ以上のランプのうちの少なくとも１つのラ
ンプをオンに切り替えるよう構成される請求項１に記載の装置。
【請求項３】
　前記マルチキャストメッセージが、装置識別、１つ以上のランプ識別、コントローラ識
別、及び検出結果を有する請求項１に記載の装置。
【請求項４】
　前記送信機が、第２エリアにおいて第１の量の光が検出される場合は、前記コントロー
ラ、及び前記ランプのうちの前記１つ以上に前記マルチキャストメッセージを送信するよ
う構成され、前記送信機が、前記第２エリアにおいて第２の量の光が検出される場合は、
前記第１エリア内の前記ターゲットの存在の検出に応じて、前記コントローラに前記ユニ
キャストメッセージを送信するよう構成され、前記第１の量の光が、しきい値より少なく
、前記第２の量の光が、前記しきい値より多く、前記第１エリア及び前記第２エリアが、
少なくとも部分的に重なり合っているエリアである請求項１に記載の装置。
【請求項５】
　前記第２エリア内の光の量を検出するよう構成される内蔵光検出器、又は
　前記第２エリア内の光の量を検出するよう構成される外部光検出器から光検出情報を受
信するよう構成される受信機を更に有する請求項４に記載の装置。
【請求項６】
　前記装置が、占有センサを有する請求項１に記載の装置。
【請求項７】
　前記装置が、ランプを有し、前記送信機が、前記コントローラ、及び他のランプのうち
の１つ以上に前記マルチキャストメッセージを送信するよう構成される請求項１に記載の
装置。
【請求項８】
　前記ランプが、前記第１エリア内の前記ターゲットの存在の検出に応じて、オンに切り
替えられるよう構成され、前記マルチキャストメッセージが、前記1つ以上の他のランプ
のうちの少なくとも１つのランプをオンに切り替えるよう構成される請求項７に記載の装
置。
【請求項９】
　前記マルチキャストメッセージが、ランプ識別、１つ以上の他のランプ識別、コントロ
ーラ識別、及び検出結果を有する請求項７に記載の装置。
【請求項１０】
　前記ランプが、昼光モードにおいて、オンに切り替えられた後に最低調光レベルにとど
まるよう構成される、又はオフに切り替えられないよう構成される請求項７に記載の装置
。
【請求項１１】
　前記送信機が、第２エリアにおいて第１の量の光が検出される場合は、前記コントロー
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ラ、及び前記他のランプのうちの前記１つ以上に前記マルチキャストメッセージを送信す
るよう構成され、前記送信機が、前記第２エリアにおいて第２の量の光が検出される場合
は、前記第１エリア内の前記ターゲットの存在の検出に応じて、前記コントローラに前記
ユニキャストメッセージを送信するよう構成され、前記第１の量の光が、しきい値より少
なく、前記第２の量の光が、前記しきい値より多く、前記第１エリア及び前記第２エリア
が、少なくとも部分的に重なり合っているエリアである請求項７に記載の装置。
【請求項１２】
　前記第２エリアにおいて検出された光の量に対するランプ設定を算出するよう構成され
る計算機を更に有する請求項１に記載の装置。
【請求項１３】
　請求項１に記載の装置を有すると共に、前記コントローラ、及び／又は前記ランプのう
ちの１つ以上を更に有するシステム。
【請求項１４】
　コントローラ及びランプを有する無線ネットワーク化照明システムを動作させる方法で
あって、
　第１エリア内のターゲットの存在を検出するステップと、
　送信するステップであって、
　　高速応答の必要性が確認されるときには、前記第１エリア内の前記ターゲットの存在
の検出に応じて、前記コントローラ、及び前記ランプのうちの１つ以上にマルチキャスト
メッセージを送信し、
　　相対的によりゆっくりとした応答が許容可能であることが確認される場合には、前記
第１エリア内の前記ターゲットの存在の検出に応じて、前記コントローラにユニキャスト
メッセージを送信するステップとを有する方法。
【請求項１５】
　第２エリアにおいて第１の量の光が検出される場合は、前記マルチキャストメッセージ
が送信され、前記第２エリアにおいて第２の量の光が検出される場合は、前記ユニキャス
トメッセージが送信され、前記第１の量の光が、しきい値より少なく、前記第２の量の光
が、前記しきい値より多く、前記第１エリア及び前記第２エリアが、少なくとも部分的に
重なり合っているエリアである請求項１４に記載の方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、コントローラ及びランプを有する無線ネットワーク化照明システムの一部を
形成するよう構成される装置に関する。本発明は、このような装置を有すると共に、前記
コントローラ及び／又は１つ以上のランプを更に有するシステム、並びに方法に関する。
このような装置の例は、占有センサ(occupancy sensor)、及びこのような占有センサを有
するランプである。
【背景技術】
【０００２】
　WO 2006 / 065653 A2は、分散インテリジェンスバラストシステム及び拡張照明制御プ
ロトコルを開示している。その０１４７に記載されているように、電力及び制御が、イン
テリジェント装置の間で分散されており、故に、コントローラの故障は、ネットワーク全
体の故障を引き起こさない。それに加えて、バラストが、向上されたインテリジェンスを
得ている。 拡張プロトコルが使用可能である有線ネットワーク上の各装置（バラスト）
は、コントローラの役割を果たし得る。
【０００３】
　一般に、無線ネットワーク化スマート照明システムなどの無線ネットワーク化照明シス
テムは、中央コントローラと、分散検出装置と、分散ランプとを有する。分散検出装置は
、検出結果を備える第１メッセージを集中コントローラに送信する。中央コントローラは
、この第１メッセージに応じて、いくつかの分散ランプに、これらの分散ランプを制御す
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るために、１つ以上の第２メッセージを送信する。
【０００４】
　検出装置から中央コントローラに送信された第１メッセージが失われる又は遅れる場合
には、前記幾つかのランプがオンに切り替えられない又はあまりに遅くオンに切り替えら
れるという問題がある。
【０００５】
　WO 01 / 11926 A1は、無線遠隔センサを含む照明制御システムを開示している。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　本発明の目的は、改善された装置を提供することである。本発明の他の目的は、システ
ム及び改善された方法を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　第１の態様によれば、装置が提供され、前記装置は、コントローラ及びランプを有する
無線ネットワーク化照明システムの一部を形成するよう構成され、前記装置は、
－　第１エリア内のターゲットの存在を検出するよう構成されるターゲット検出器と、
－　前記装置が高速応答の必要性を確認するときには、前記第１エリア内の前記ターゲッ
トの存在の検出に応じて、前記コントローラ、及び前記ランプのうちの１つ以上にマルチ
キャストメッセージを送信し、前記装置が、相対的によりゆっくりとした応答が許容可能
であることを確認するときには、前記コントローラにユニキャストメッセージを送信する
よう構成される送信機とを有する。
【０００８】
　上記のような装置は、上記のようにして、幾つかのランプが、オンに切り替わらないこ
と、又は高速切り替えの必要性があるときに遅れてオンに切り替わることをもたらし得る
メッセージ損失又は遅延の影響を打ち消すよう、マルチキャスト又はユニキャストアプロ
ーチのいずれかの形態でメッセージ通信ポリシーを選択することを可能にする。
【０００９】
　装置が提供され、前記装置は、コントローラ及びランプを有する無線ネットワーク化照
明システムの一部を形成するよう構成される。このような無線ネットワーク化照明システ
ムの例は、無線ネットワーク化スマート照明システムであり、前記コントローラは、中央
コントローラであり、前記ランプは、分散ランプである。前記装置は、第１エリア内のタ
ーゲットの存在を検出するよう構成されるターゲット検出器を有すると共に、前記第１エ
リア内の前記ターゲットの存在の検出に応じて、前記コントローラ、及び前記ランプのう
ちの１つ以上にマルチキャストメッセージを送信するよう構成される送信機を有する。こ
のような送信は、無線プロトコルによる無線送信であり、このような送信機は、無線送信
機である。このような無線プロトコルの例は、ZigBee（登録商標）及び6LoWPANであるが
、他の種類の無線プロトコルを除外してはいない。
【００１０】
　前記装置から相対的に遠くに位置し得る前記コントローラ、及び前記装置の相対的に近
くに位置し得る前記ランプのうちの１つ以上にマルチキャストメッセージを送信すること
によって、より短い並列メッセージ通信ルートが作成されている。結果として、前記第１
エリア内の前記ターゲットの存在の検出がランプに知らされない又はあまりに遅くに知ら
される可能性は減らされる。このような装置は、前記無線ネットワーク化照明システムの
信頼性を高める。これは、大きな技術的利点である。前記ターゲットは人間又は畜牛のよ
うな動物であってもよいことに注意されたい。前記ターゲットは、物体、例えば、車又は
オートバイのような車両であってもよい。WO 2006 / 065653 A2は、人間検出器及び無線
送信機を有する装置からコントローラ及び１つ以上のランプへのマルチキャストメッセー
ジの無線送信を開示していない。WO 2006 / 065653 A2において、有線ネットワークは、
シリアル電力バス及びシリアル制御バスをベースにしている。
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【００１１】
　前記第１エリアは、例えば、ビルの部屋、又はビルのフロア（の一部）、又はビル（の
一部）、又は道路（の一部）、又は船の船室、又は船の甲板（の一部）、又は船（の一部
）などであり得る。
【００１２】
　前記マルチキャストメッセージが、前記１つ以上のランプのうちの少なくとも１つのラ
ンプをオンに切り替えるよう構成される、前記装置の実施例が規定されている。前記第１
エリア内の前記ターゲットの存在の検出に応じて、前記マルチキャストメッセージを受信
した前記ランプのうちの少なくとも１つは、オンに切り替えられる。ランプをオンに切り
替えることは、前記ランプの光強度をゼロレベルからゼロより大きい如何なるレベルへ増
加させることも含み得る。
【００１３】
　前記マルチキャストメッセージが、装置識別、１つ以上のランプ識別、コントローラ識
別、及び検出結果を有する、前記装置の実施例が規定されている。装置識別は、前記装置
を、前記マルチキャストメッセージを送信する供給源と特定する。ランプ識別は、特定の
ランプを、前記マルチキャストメッセージを受信する宛先のうちの１つと特定する。コン
トローラ識別は、前記コントローラを、前記マルチキャストメッセージを受信する宛先の
うちの１つと特定する。検出結果は、前記第１エリア内の前記ターゲットの不在から存在
への変化などの、検出の種類を規定する。前記マルチキャストメッセージは、更に、この
第１エリアを規定し得る。
【００１４】
　前記送信機が、第２エリアにおいて第１の量の光が検出される場合は、前記コントロー
ラ、及び前記ランプのうちの前記１つ以上に前記マルチキャストメッセージを送信するよ
う構成され、前記送信機が、前記第２エリアにおいて第２の量の光が検出される場合は、
前記第１エリア内の前記ターゲットの存在の検出に応じて、前記コントローラに前記ユニ
キャストメッセージを送信するよう構成され、前記第１の量の光が、しきい値より少なく
、前記第２の量の光が、前記しきい値より多く、前記第１エリア及び前記第２エリアが、
少なくとも部分的に重なり合っているエリアである、前記装置の実施例が規定されている
。前記第１エリアと部分的に又は完全に一致していてもよい第２エリアにおいて、光の量
が検出される。前記第２エリアにおいて相対的に少ない第１の量の光が検出される場合に
は、前記第１／第２エリアの中／近くにある１つ以上のランプをオンに切り替えることは
、前記第１エリアに入るターゲットにとって相対的に重要であり、前記ランプに十分に通
知される可能性を高めるために、前記コントローラ、及び前記ランプのうちの１つ以上に
、前記マルチキャストメッセージが送信される。前記第２エリアにおいて相対的に多い第
２の量の光が検出される場合には、前記第１／第２エリアの中／近くにある１つ以上のラ
ンプをオンに切り替えることは、前記第１エリアに入るターゲットにとって相対的に重要
ではなく、前記ユニキャストメッセージが前記コントローラだけに送信され得る。前記相
対的に少ない第１の量の光は、しきい値より少なく、前記相対的に多い第２の量の光は、
前記しきい値より多い。更に、前記量の光のうちの一方は、前記しきい値と同じであって
もよい。
【００１５】
　通常、前記第２エリアにおける光の量を検出することを可能にするためには、光検出器
が用いられる。このような光検出器は、内蔵検出器であってもよく、前記装置の一部を形
成してもよく、前記第２エリアにおける光の量を規定する光検出情報を前記装置に供給し
てもよい。他の例においては、このような光検出器は、外部検出器であってもよく、前記
装置の外部に位置していてもよく、その場合には、前記装置には、前記第２エリアにおけ
る光の量を規定する前記光検出情報を前記外部光検出器から受信するための受信機が設け
られるべきである。いずれの場合にも、前記マルチキャストメッセージは、検出された光
の量及び／又はランプ設定を更に規定し得る。
【００１６】
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　前記装置が、占有センサを有する、前記装置の実施例が規定されている。前記装置は、
占有センサの形態で製造などをされ得る。
【００１７】
　前記装置が、ランプを有し、前記送信機が、前記コントローラ、及び他のランプのうち
の１つ以上に前記マルチキャストメッセージを送信するよう構成される、前記装置の実施
例が規定されている。前記装置は、ランプの形態で製造などをされ得る。
【００１８】
　前記ランプが、前記第１エリア内の前記ターゲットの存在の検出に応じて、オンに切り
替えられるよう構成され、前記マルチキャストメッセージが、前記1つ以上の他のランプ
のうちの少なくとも１つのランプをオンに切り替えるよう構成される、前記装置の実施例
が規定されている。
【００１９】
　前記マルチキャストメッセージが、ランプ識別、１つ以上の他のランプ識別、コントロ
ーラ識別、及び検出結果を有する、前記装置の実施例が規定されている。
【００２０】
　前記ランプが、昼光モードにおいて、オンに切り替えられた後に最低調光レベルにとど
まるよう構成される、又はオフに切り替えられないよう構成される、前記装置の実施例が
規定されている。前記ランプは、前記ランプの内蔵光検出器によって前記昼光モードそれ
自体を検出してもよく、又は別のランプ、外部光検出器若しくは前記コントローラによっ
て、前記昼光モードを知らされてもよい。
【００２１】
　前記送信機が、第２エリアにおいて第１の量の光が検出される場合は、前記コントロー
ラ、及び前記他のランプのうちの前記１つ以上に前記マルチキャストメッセージを送信す
るよう構成され、前記送信機が、前記第２エリアにおいて第２の量の光が検出される場合
は、前記第１エリア内の前記ターゲットの存在の検出に応じて、前記コントローラに前記
ユニキャストメッセージを送信するよう構成され、前記第１の量の光が、しきい値より少
なく、前記第２の量の光が、前記しきい値より多く、前記第１エリア及び前記第２エリア
が、少なくとも部分的に重なり合っているエリアである、前記装置の実施例が規定されて
いる。
【００２２】
　前記第２エリア内の光の量を検出するよう構成される内蔵光検出器、又は前記第２エリ
ア内の光の量を検出するよう構成される外部光検出器から光検出情報を受信するよう構成
される受信機を更に有する、前記装置の実施例が規定されている。
【００２３】
　前記第２エリアにおいて検出された光の量に対するランプ設定を算出するよう構成され
る計算機を更に有する、前記装置の実施例が規定されている。
【００２４】
　通常、ランプ設定を算出するための計算機は、占有センサ又はランプの一部を形成する
ことができ、それによって、前記占有センサ又は前記ランプは、両方とも上で記述されて
いる、前記第２エリアにおいて検出される光の量を知らされるための、前記内蔵光検出器
又は前記受信機を更に有し得る。
【００２５】
　第２の態様によれば、上記のような装置を有すると共に、前記コントローラ、及び／又
は前記ランプのうちの１つ以上を更に有するシステムが提供される。
【００２６】
　前記ランプが、オンに切り替えられた後に最低調光レベルにとどまるよう構成される、
又はオフに切り替えられないよう構成される実施例は、占有センサ又はランプの形態の装
置が内蔵又は外部光検出器からの光検出情報にアクセスできない場合に、とりわけ有利で
ある。その場合、前記ランプは、前記ランプ自身の状態（オン又はオフ）に応じて、前記
マルチキャストメッセージに反応するよう決定し得る。従って、前記装置及び前記コント
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ローラが前記光検出情報を入手可能であるか、前記コントローラのみが前記光検出情報を
入手可能であるかに依存して、異なる状況があり得る。前記装置が前記光検出情報にアク
セスできる場合には、前記装置は、前記コントローラにユニキャストメッセージを送信す
ることを、又は前記コントローラ及び少なくとも１つの（他の）ランプにマルチキャスト
メッセージを送信することを決定することができる。前記装置が前記光検出情報にアクセ
スできない場合には、前記装置は、前記コントローラ及び少なくとも1つの（他の）ラン
プにマルチキャストメッセージを送信し、前記ランプは、次いで、オンに切り替えられた
後に最低調光レベルにとどまることができる、又は次いで、オフに切り替えられないこと
ができる。
【００２７】
　第３の態様によれば、コントローラ及びランプを有する無線ネットワーク化照明システ
ムを動作させる方法が提供され、前記方法は、第１エリア内のターゲットの存在を検出す
るステップと、高速応答の必要性が確認されるときには、前記第１エリア内の前記ターゲ
ットの存在の検出に応じて、前記コントローラ、及び前記ランプのうちの１つ以上にマル
チキャストメッセージを送信し、相対的によりゆっくりとした応答が許容可能であること
が確認される場合には、前記第１エリア内の前記ターゲットの存在の検出に応じて、前記
コントローラにユニキャストメッセージを送信するステップとを有する。
【００２８】
　前記システム及び前記方法の実施例は、前記装置の実施例と一致する。更に、前記装置
の実施例（の一部）及び前記装置の別の実施例（の一部）は組み合わされ得る。
【００２９】
　基本的なアイデアは、第１エリア内のターゲットの存在の検出に応じて、マルチキャス
トメッセージが、コントローラ及び１つ以上のランプに送信されるというものである。
【００３０】
　無線ネットワーク化照明システムの信頼性を高める改善された装置を提供するという課
題は、解決された。他の利点は、エネルギが節約されること、及び様々なエリアを有する
環境の使い勝手の良さが高められることである。
【００３１】
　下記の実施例を参照して、本発明のこれら及び他の態様を説明し、明らかにする。
【図面の簡単な説明】
【００３２】
【図１】第１状況における無線ネットワーク化照明システムを示す。
【図２】第２状況における無線ネットワーク化照明システムを示す。
【図３】装置の第１実施例を示す。
【図４】装置の第２実施例を示す。
【図５】装置の第３実施例を示す。
【図６】装置の第４実施例を示す。
【発明を実施するための形態】
【００３３】
　図１においては、第１状況における無線ネットワーク化照明システムが示されている。
無線ネットワーク化スマート照明システムなどの無線ネットワーク化照明システムは、コ
ントローラ２０、ランプ２１乃至２４及び装置１０を有する。装置１０は、第１エリア１
内のターゲット、例えばこの実施例においては人の存在を検出するよう構成されると共に
、この特定の場合には、第２エリア２内の光の量を検出する、又は第２エリア２内で検出
された光の量についての情報を受信するよう構成される。第１エリア１及び第２エリア２
は、少なくとも部分的に重なり合っているエリアである。通常、これらの第１エリア１及
び第２エリア２は、相対的に一致しているエリアであるだろう。
【００３４】
　この第１状況においては、第２エリア２において検出される光の第１の量は、しきい値
より小さく、装置１０は、この第１状況においては、コントローラ２０及びランプ２１乃
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至２４のうちの１つ以上にマルチキャストメッセージを送信するよう構成される。このマ
ルチキャストメッセージは、このマルチキャストメッセージを受信した１つ以上のランプ
２１乃至２４のうちの少なくとも１つのランプをオンに切り替えよう構成される。
【００３５】
　図２においては、第２状況における無線ネットワーク化照明システムが示されている。
この第２状況においては、第２エリア２において検出される光の第２の量は、しきい値よ
り大きく、装置１０は、この第２状況においては、コントローラ２０にユニキャストメッ
セージを送信するよう構成される。コントローラ２０は、このユニキャストメッセージの
受信に応じて、ランプ２１乃至２４のうちの１つ以上をオンに切り替えるために、ランプ
２１乃至２４のうちの１つ以上にマルチキャストメッセージを送信するだろう、又は１つ
以上のランプ２１乃至２４のうちの関連する１つに関連するユニキャストメッセージを送
信するだろう。
【００３６】
　ランプ２１乃至２４は、通常、装置１０から相対的に小さい距離のところに位置し、コ
ントローラ２０は、通常、装置１０から相対的に大きい距離のところに位置する。第２状
況において装置１０からコントローラ２０に送信されたユニキャストメッセージが失われ
る又は遅れる場合には、１つ以上のランプ２１乃至２４は、オンに切り替えられない、又
はあまりに遅くにオンに切り替えられる。
【００３７】
　従って、相対的に暗い第１状況においては、第１エリア１内／近くにある１つ以上のラ
ンプ２１乃至２４をオンに切り替えることは、第１エリア１に入る人にとって相対的に重
要であり、ランプ２１乃至２４に十分に通知される可能性を増加させるために、マルチキ
ャストメッセージが送信されるべきである。相対的に明るい第２状況においては、第１エ
リア１内／近くにある１つ以上のランプ２１乃至２４をオンに切り替えることは、第１エ
リア１に入る人にとって相対的に重要ではなく、ユニキャストメッセージが送信され得る
。
【００３８】
　各々が装置及び１つ以上のランプを有する、例えば、エリア３、４及び５などの他のエ
リアが存在してもよく、それによって、全てのエリア１乃至５が、ビル若しくは船、又は
それらの一部などのより大きいエリアの一部を形成してもよい。各コントローラが１つ以
上のエリアを制御するより多くのコントローラも存在していてもよい。第１エリア１及び
第２エリア２は、相対的に一致するエリアであってもよいが、他の状況を除外しない。第
２エリア２は、例えば、第１エリア１より小さくてもよく、例えば、部屋の中央などのよ
うな光の量を検出するためにとりわけ選ばれた第１エリア１内の１つ以上の特定の場所を
含み得る。他の例においては、第１エリア１は、例えば、第２エリア２より小さくてもよ
く、例えば、部屋の中のドアの近くの小さなエリアなどのような人の存在を検出するため
にとりわけ選ばれた第２エリア２内の１つ以上の特定の場所を含み得る。エリア１、３、
４、５ごとに２つ以上の装置１０が存在していてもよい。
【００３９】
　図３においては、装置の第1実施例が示されている。例えば占有センサなどの装置１０
は、図１及び２において示されている第１エリア１内のターゲット（例えば、人）の存在
を検出するよう構成されるターゲット検出器１１（例えば、人間検出器）を有する。装置
１０は、第１エリア１内のターゲットの存在の検出に応じて図１及び２において示されて
いるコントローラ２０及びランプ２１乃至２４のうちの１つ以上の全てにマルチキャスト
メッセージを送信するよう構成される送信機１２を更に有する。それに加えて、プロセッ
サ１６が、ターゲット検出器１１からターゲット検出情報を受信するためにターゲット検
出器１１に結合されると共に、送信機１２に送信情報を供給するために送信機１２に結合
される。上記のように、ターゲットは、この実施例における人間、又は家畜のような動物
であってもよい。ターゲットは、物体、例えば車であってもよい。ターゲットは、識別さ
れていないもの(unidentified)、即ち、任意の人間であってもよい。この実施例の変形例
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においては、それは、他の実施例全てに適用されてもよく、ターゲット検出器１１は、特
定のターゲット、例えば、特定の個人を認識／識別するよう適応されると共に、特定の個
人が認識された場合にだけ装置にマルチキャストメッセージを送信させるよう適応される
。
【００４０】
　好ましくは、装置１０は、図１及び２において示されている第２エリア２内の光の量を
検出するよう構成される内蔵光検出器を更に有する。その場合には、送信機１２は、第２
エリア２において相対的に少ない第１の量の光が検出される場合は、コントローラ２０及
びランプ２１乃至２４のうちの１つ以上にマルチキャストメッセージを送信するよう構成
され、更に、送信機１２は、第２エリア２において相対的に多い第２の量の光が検出され
る場合は、第１エリア１内のターゲットの存在の検出に応じて、コントローラ２０にユニ
キャストメッセージを送信するよう構成される。それに加えて、プロセッサ１６が、内蔵
光検出器１３から光検出情報を受信するために内蔵光検出器１２に結合される。
【００４１】
　好ましくは、装置１０は、第２エリア２において検出された光の量に対するランプ設定
を算出するよう構成される計算機１５を更に有する。それに加えて、プロセッサ１６が、
計算機１５に（処理されたバージョンの）光検出情報を供給し、計算機１５から算出情報
を受信するために、計算機１５に結合される。他の例においては、計算機１５が、プロセ
ッサ１６の一部を形成してもよく、又はプロセッサ１６が、検出器１１及び１３と送信機
１２と計算機１５との間にバス又は接続部が存在する状態で、計算機１５の一部を形成し
てもよい。計算機は、（処理されたバージョンの）光検出情報を用いてもよく、場合によ
っては、何らかの方法でコントローラ２０から受信されるコントローラ情報を更に用いて
もよい。
【００４２】
　図４においては、装置の第２実施例が示されている。この第２実施例は、内蔵光検出器
１３が、第２エリア２内の光の量を検出するよう構成される外部光検出器から光検出情報
を受信するよう構成される受信機１４に置き換えられている点だけが、第１実施例と異な
る。図３について記述されている全ての可能性が、図４の場合も有効である。その上、受
信機１４は、更に、コントローラ２０からコントローラ情報を受信するために用いられ得
る。
【００４３】
　一般に、マルチキャストメッセージは、１つ以上のランプ２１乃至２４のうちの少なく
とも１つのランプをオンに切り替えるよう構成される。ランプをオンに切り替えることは
、ランプの光強度をゼロレベルから非ゼロレベルに増加させることを含み得る。マルチキ
ャストメッセージは、装置識別、１つ以上のランプ識別、コントローラ識別、及び検出結
果を有してもよく、第１エリア１（の定義）、第２エリア２（の定義）、及び非ゼロレベ
ル（の定義）を更に有してもよい。
【００４４】
　図５においては、装置の第3実施例が示されている。例えばランプなどの装置１０のこ
の第３実施例は、光源１７が付加されている点だけが第１実施例と異なる。この光源１７
は、プロセッサ１６に結合される、又はプロセッサが計算機１５の一部を形成する場合に
は、上記のバス若しくは接続部に、又はプロセッサを有する計算機１５に結合される。
【００４５】
　図６においては、装置の第４実施例が示されている。装置のこの第４実施例は、光源１
７が付加されている点だけが第２実施例と異なる。この光源１７は、プロセッサ１６に結
合される、又はプロセッサが計算機１５の一部を形成する場合には、上記のバス若しくは
接続部に、又はプロセッサを有する計算機１５に結合される。
【００４６】
　図３及び４について記述されている全ての可能性が、図５及び６の場合も有効である。
更に、昼光モードにおいては、光源１７は、オンに切り替えられた後に最低調光レベルに
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ントローラ２０が、ユニキャストメッセージによって若しくはマルチキャストメッセージ
によって装置１０にこの昼光モードを知らせてもよく、又は別のランプ２１乃至２４が、
装置１０にこの昼光モードを知らせてもよく、又は内蔵光検出器１３が、この昼光モード
を検出し、装置１０に知らせてもよく、又は外部光検出器が、装置１０にこの昼光モード
を知らせてもよい。図５及び６を考慮すると、図１及び２におけるランプ２１乃至２４の
各々は、光源１７を有する場合の装置と同じであってもよく、又はそうでなくでもよい。
【００４７】
　装置が、無線ネットワーク化照明システムの別の部分にメッセージを送信することがで
きる場合に、及び／又は装置が、無線ネットワーク化照明システムの別の部分からメッセ
ージを受信することができる場合に、装置は、無線ネットワーク化照明システムの一部を
形成するよう構成される。無線ネットワーク化照明システムは、コントローラ及びランプ
を有し、コントローラは、ランプを制御するよう構成される。無線ネットワーク化照明シ
ステムが、存在検出器を備える装置（このような装置はここでは占有センサと呼ばれる）
を更に有してもよく、又はランプのうちの１つ以上が、このような存在検出器を有しても
よい。存在検出器は、例えば、人によって放射される熱、又は人によってなされる動きな
どを通して、直接、人の存在を検出することができる。存在検出器は、例えば、人によっ
て動かされる物体の動き、又は人によって実施される操作、又は人によって運ばれる装置
の検出などを通して、間接的に、人の存在を検出することもできる。
【００４８】
　要約すると、装置１０は、第１エリア１内のターゲットの存在を検出するためのターゲ
ット検出器１１、例えば、人間検出器と、検出された存在に応じて、無線ネットワーク化
照明システム内のコントローラ２０及びランプ２１乃至２４にマルチキャストメッセージ
を送信するための送信機１２とを有する。このようなマルチキャストメッセージは、シス
テムの信頼性を高める。マルチキャストメッセージは、ランプ２１乃至２４をオンに切り
替える。好ましくは、マルチキャストメッセージは、第２エリア２において相対的に少な
い量の光が検出される場合にしか、送信されない。第２エリア２において相対的に多くの
量の光が検出される場合には、検出された存在に応じて、装置１０からコントローラ２０
にユニキャストメッセージが送信され、前記コントローラ２０は、それに応じて、ランプ
２１乃至２４をオンに切り替えられるよう制御する。第１エリア１及び第２エリア２は、
少なくとも部分的に重なり合っているエリアであってもよい。装置１０は、第２エリア２
内の光の量を検出するための内蔵光検出器１３、又は外部光検出器から光検出情報を受信
するための受信機を有してもよい。
【００４９】
　本発明を、図面において図示し、上記の説明において詳細に説明しているが、このよう
な図及び説明は、説明的なもの又は例示的なものとみなされるべきであって、限定するも
のとみなされるべきではない。本発明は、開示されている実施例に限定されない。請求項
に記載の発明を実施する当業者は、図面、明細及び添付の請求項の研究から、開示されて
いる実施例に対する他の変形を、理解し、達成し得る。請求項において、「有する」とい
う用語は、他の要素又はステップを除外せず、単数形表記は、複数の存在を除外しない。
単に、特定の手段が、相互に異なる従属請求項において引用されているという事実は、こ
れらの手段の組み合わせが有利になるように用いられることができないことを示すもので
はない。請求項におけるいかなる参照符号も、範囲を限定するものとして解釈されてはな
らない。
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【要約の続き】
光検出器から光検出情報を受信するための受信機を有してもよい。
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